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＜2012年度時点の北海道の羆の生息数が、 

「10,600頭(誤差±6,700頭)」と言う道庁の発表数値について＞  

本号の裏面に、それに関する朝日新聞の記事を掲載しています。その記事に依ると、 

① 1990年～2012年までの間に、蓄積したデータに基づき、「科学的に分析」し、算

出した生息数数値だと言う。10,600頭と言う数値もさる事ながら、 

(誤差±6,700頭)が、くせものである。なぜかと言えば、 

②生息数「10,600頭(誤差±6,700頭)」とは、書き換えると、 

最少頭数が10,600頭－6,700頭＝3,900頭で、 

最多頭数が10,600頭＋6,700頭＝17,300頭 と言う事で、 

最少と最多で、13,400頭もの差があると言うことである。 

結論を言えば、2012年度時点の、北海道での羆の生息数は、3,900頭から、17,300頭

の間であった、と言う事だが、皆さんは、この数値を、どう考えますか。 

 

私は公的機関が、このような数値を、よくも恥ずかしくなく、公表したものだと思う。 

要するに、この数値を見る限り、北海道に羆は生息しているが、その生息数は分からな

いと言う事が、分かった、と言う程度の事ではないのかと、私は言いたい。 

 

私は、人的経済的被害が予防し得れば 北海道に羆が幾ら生息していても、良いと言

う立場である。被害は皆無には出来ないが、限りなく、少なくはし得る。それには、①

羆が居そうな所に行く場合は、笛と鉈を持参し、羆に自分が見つけられる前に、先に羆

の存在に気づくような歩き方をする事。 ② 経済的被害は柵の適切な用い方(恒久

的に張る場合と、一時的に張る場合とを見極める)で防ぎ得る。よって、羆の実

像を理解し、羆を殺す事を考える前に、この大地は万物の共有地との観点で、人

は羆との共存を目指すべきであると、啓発したい。 



 


